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──周作クラブ会報　65 号──

◆	

Ｎ
Ｈ
Ｋ
Ｅ
テ
レ
・
こ
こ
ろ
の
時
代
「
母
な

る
神
へ
の
旅
～
遠
藤
周
作
﹃
沈
黙
﹄
か
ら

50
年
～
」

放
送
予
定
時
間

　

11
月
27
日
（
日
）　

５
～
６
時

　

再
放
送
12
月
３
日
（
土
）　

13
時
～
14
時

　
（
変
更
の
場
合
も
あ
り
）

出
演　

山
根
道
公
、
ヴ
ァ
ン
・
ゲ
ッ
セ
ル
他

◆
遠
藤
周
作
特
集
号
「
風
」
２
０
１
６
年
秋
号

執
筆
者　

井
上
洋
治
、
山
根
道
公
、

　
　
　
　

若
松
英
輔
他

　
　
　
　

定
価
１
０
０
０
円
（
税
込
）

購
入
希
望
の
方
は
風
編
集
室
へ

�
�
�
�

 
 

０
８
６-

２
２
７-

５
６
６
５

◆	

遠
藤
文
学
講
座
「
遠
藤
周
作
と
長
崎
︱　

﹃
沈
黙
﹄
か
ら
﹃
女
の
一
生
﹄
へ
」

講　

師　

山
根
道
公

場　

所　

幼
き
イ
エ
ス
会

　
　
　
　

 

０
３-

３
２
６
１-

０
８
２
５

　
　
　
　
（
四
谷
駅
麹
町
口
前
）

日　

時　

11
月
13
日
、
12
月
11
日
、

　
　
　
　

�

２
０
１
７
年
１
月
15
日
、
２
月
12

日
（
日
）

　
　
　
　

15
時
20
分
～
16
時
50
分�

受
講
料　

２
０
０
０
円
（
学
生
半
額
）�

申
込
み　

風
編
集
室

�
�
�
�

 
 

０
８
６-

２
２
７-

５
６
６
５

◆
遠
藤
周
作
を
読
む
会

場　

所　

�

南
山
大
学
・
南
山
宗
教
文
化
研
究

所
１
階
会
議
室

日　

時　

�

毎
月
第
一
土
曜
日
の
14
時
～
16
時

（
変
更
あ
り
）　

※
今
年
11
月
の
会

は
す
で
に
終
了
し
ま
し
た
。

申
込
み　

〒
４
６
６-

８
６
７
３

　
　
　
　

名
古
屋
市
昭
和
区
山
里
町
18

　
　
　
　

南
山
大
学
人
文
学
部
教
授

　
　
　
　

金
承
哲

　
　
　
　

 
０
５
２-

８
３
２-

３
１
１
１

　
　
　
　
　
（
内
線
３
４
６
６
）

　
　
　
　

 

０
５
２-
８
３
３-

６
１
５
７

◆
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ラ
ジ
オ
第
二
放
送「
宗
教
の
時
間
」

テ
ー
マ　

遠
藤
周
作
の
心
あ
た
た
か
な
医
療

話　

者　

�

原
山
建
郎
（
遠
藤
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

グ
ル
ー
プ
代
表
）

日　

時　

12
月
18
日
（
日
）
８
時
半
～
９
時

※
再
放
送
は
12
月
25
日
（
日
）
18
時
半
か
ら
。

◆
朝
日
カ
ル
チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー
講
座

講　

師　

高
橋
千
劔
破

テ
ー
マ　

新
選
組
と
隊
士

日　

時　

12
月
１
日
（
木
）、
15
日
（
木
）

　
　
　
　

と
も
に
13
時
～
15
時

※�

10
月
か
ら
12
月
ま
で
全
６
回
の
講
座
で
す

が
、
す
で
に
４
回
は
終
了
し
、
12
月
の
み

残
さ
れ
て
い
ま
す
。
内
容
は
、
草
創
期
の

新
選
組
と
か
か
わ
っ
て
惨
殺
さ
れ
た
清
河

八
郎
と
芹
沢
鴨
が
テ
ー
マ
で
す
。

会　

場　

朝
日
カ
ル
チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー
新
宿

　
　
　
　

新
宿
区
西
新
宿
２
の
６
の
１

　
　
　
　

新
宿
住
友
ビ
ル
４
階

問
合
せ
／
申
込
み
先

　
　
　
　

 

０
３-

３
３
４
４-

１
９
４
５

※�

お
電
話
い
た
だ
け
れ
ば
、
詳
細
ご
説
明
の

上
、
払
い
込
み
用
紙
を
お
送
り
い
た
し
ま

す
。

◆
遠
藤
文
学
関
連
図
書
︵
新
刊
︶

　
「
吉
行
淳
之
介
」

　

加
藤
宗
哉
著
︵
慶
應
義
塾
大
学
出
版
会
︶

定
価
２
８
０
０
＋
税　

※
会
員
割
引
あ
り
（
同
封
チ
ラ
シ
参
照
）

お
知
ら
せ

編
集
後
記

▼
今
年
の
富
士
山
の
初
冠
雪
は
十
月
下
旬
で
、
観

測
史
上
最
も
遅
い
記
録
だ
そ
う
で
す
。
そ
う
い
え

ば
、
十
月
に
な
っ
て
も
25
度
以
上
の
夏
日
が
続
い

た
り
し
ま
し
た
。
子
供
の
こ
ろ
、
今
よ
り
ず
っ
と

秋
の
訪
れ
が
早
く
、
冬
も
早
く
て
、
十
一
月
の
霜

月
に
は
初
霜
が
、
ク
リ
ス
マ
ス
の
こ
ろ
に
は
雪
が

降
っ
た
り
し
ま
し
た
。

▼
最
近
、
子
供
の
こ
ろ
の
こ
と
を
、
よ
く
思
い
出

し
ま
す
。
老
い
が
進
ん
だ
証
拠
で
し
ょ
う
か
。
あ

と
三
カ
月
で
、
遠
藤
先
生
の
没
年
と
同
年
で
す
。

▼
さ
て
、
今
回
の
会
報
も
、
興
味
深
い
記
事
が
多

か
っ
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。「
長
崎
便
り
」
に
あ
り

ま
す
よ
う
に
、
遠
藤
周
作
と
長
崎
は
、
切
っ
て
も

切
れ
な
い
関
係
で
す
。
そ
し
て
、「
と
ら
寿
し
」
と

大
竹
豊
彦
さ
ん
と
長
崎
も
。
池
田
静
香
さ
ん
の
次

号
の
「
長
崎
便
り
」
が
楽
し
み
で
す
。

▼
宮
辺
尚
幹
事
の
「
劇
団
樹
座
の
三
十
年
」
は
、

２
回
目
で
す
が
、
早
く
も
佳
境
の
感
が
あ
り
ま
す
。

遠
藤
先
生
の
闘
牛
士
姿
、
な
か
な
か
い
い
で
す
ね
。

奇
抜
な
ア
イ
デ
ィ
ア
が
あ
れ
こ
れ
と
登
場
し
ま
す

が
、さ
て
こ
の
珍
劇
団
、
ど
う
な
っ
て
い
く
の
で
し
ょ

う
か
。
こ
れ
も
次
号
が
楽
し
み
で
す
。�

（
劔
）

「
周
作
ク
ラ
ブ
」
第
65
号

�

２
０
１
6
年
11
月
発
行

■
発　

行　

人　

加
賀　

乙
彦

■
編　

集　

人　

高
橋
千
劔
破

■
副
編
集
人　

田
村
百
合
子

■
こ
の
号
の
編
集
者

岡
田
厚
美
、
一
田
佳
希
、
大
原
雄
、

近
藤
恭
弘
、
高
木
香
織
、
南
紀
洋
子

■
発　

行　

所　

東
京
都
世
田
谷
区
上
馬
４-

29-

17

　
　
　
　
　
　

加
藤
宗
哉
事
務
所
内
「
周
作
ク
ラ
ブ
」

�

　

Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
８
０-

１
０
９
７-

１
９
７
９

�

　

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
３-

３
４
２
１-

１
５
２
１

●
次
回
の
会
報
発
行
は
２
月
の
予
定
で
す
。

✤
「
会
報
」
の
原
稿
募
集

会
員
の
皆
さ
ん
の
原
稿
を
募
集
し
ま
す
。

９
０
０
字
（
半
ペ
ー
ジ
分
）
あ
る
い
は
、

１
８
０
０
字
（
１
ペ
ー
ジ
分
）。

遠
藤
周
作
の
人
と
作
品
に
関
す
る
こ
と
な

ら
何
で
も
結
構
で
す
。

な
お
、
原
稿
は
必
ず
下
記
の
加
藤
宗
哉
事

務
所
内
「
周
作
ク
ラ
ブ
」
あ
て
に
郵
送
し

て
下
さ
い
。

ふ
る
っ
て
ご
応
募
下
さ
い
。

✤
「
周
作
ク
ラ
ブ
」
会
員
募
集

遠
藤
文
学
フ
ァ
ン
は
も
ち
ろ
ん
、
こ
れ
か

ら
読
ん
で
み
よ
う
、
旅
に
も
参
加
し
て
み

た
い
と
思
わ
れ
る
若
い
人
も
大
歓
迎
で

す
。
下
記
の
加
藤
宗
哉
事
務
所
内「
周
作

ク
ラ
ブ
」
ま
で
お
ハ
ガ
キ
か
Ｆ
Ａ
Ｘ
を
下

さ
れ
ば
、
折
り
返
し
会
費
振
込
み
用
紙
を

お
送
り
し
ま
す
。

会
員
の
皆
様
へ

　

記
念
グ
ッ
ズ
を
同
封
し
ま
し
た
！

　

遠
藤
没
後
20
年
と
『
沈
黙
』
刊
行
50

年
の
こ
の
年
、
会
員
の
皆
様
へ
さ
さ
や

か
な
が
ら
「
周
作
ク
ラ
ブ
・
記
念
グ
ッ

ズ
」
と
し
て
、
特
製
ク
リ
ア
フ
ァ
イ
ル

を
プ
レ
ゼ
ン
ト
い
た
し
ま
す
。
お
使
い

い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。


